
(57)【要約】

【課題】吸気と排気の繰り返しの際に生じる脈流を可及

的に少なくすることができるダイヤフラムポンプを提供

することである。

【解決手段】ダイヤフラム１４が張設され、吸気弁１６

と排気弁１８を備えたポンプ室２０Ａ、２０Ｂ，２０Ｃ

，２０Ｄと、吸気弁１６からポンプ室２０Ａ、２０Ｂ，

２０Ｃ，２０Ｄ内に空気を吸引させる吸気工程とポンプ

室２０Ａ、２０Ｂ，２０Ｃ，２０Ｄ内の空気を排気弁１

８から排出させる排気工程を繰り返させるように前記ダ

イヤフラム１４を振動させるダイヤフラム振動手段２２

と、吸気弁１６に供給する空気を吸引可能な吸気口２４

と、排気弁１８から排出される空気を排出可能な排気口

２６と、を備えたダイヤフラムポンプにおいて、前記吸

気弁１６と前記吸気口２４との間には、空気が導かれる

と振動する振動手段５３が張設されている吸気室５０が

設けられ、前記吸気口２４から吸引された空気は該吸気

室５０を介して吸気弁１６に供給されるよう構成されて

いることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ダ イ ヤ フ ラ ム が 張 設 さ れ 、 吸 気 弁 と 排 気 弁 を 備 え た ポ ン プ 室 と 、 吸 気 弁 か ら ポ ン プ 室 内 に
空 気 を 吸 引 さ せ る 吸 気 工 程 と ポ ン プ 室 内 の 空 気 を 排 気 弁 か ら 排 出 さ せ る 排 気 工 程 を 繰 り 返
さ せ る よ う に 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム を 振 動 さ せ る ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 手 段 と 、 吸 気 弁 に 供 給 す る
空 気 を 吸 引 可 能 な 吸 気 口 と 、 排 気 弁 か ら 排 出 さ れ る 空 気 を 排 出 可 能 な 排 気 口 と 、 を 備 え た
ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 吸 気 弁 と 前 記 吸 気 口 と の 間 に は 、 空 気 が 導 か れ る と 振
動 す る 振 動 手 段 を 有 す る 吸 気 室 が 設 け ら れ 、 前 記 吸 気 口 か ら 吸 引 さ れ た 空 気 は 該 吸 気 室 を
介 し て 吸 気 弁 に 供 給 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 吸 気 室 に は 、 多 孔 質 の 緩 衝 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ダ イ
ヤ フ ラ ム ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ポ ン プ 室 は 、 二 以 上 設 け ら れ て お り 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 手 段 は 、 位 相 を 異 な ら せ
て 各 ポ ン プ 室 の ダ イ ヤ フ ラ ム を 振 動 さ せ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 排 気 弁 と 前 記 排 気 口 と の 間 に は 排 気 室 が 設 け ら れ 、 前 記 排 気 弁 か ら 排 出 さ れ た 空 気 は
、 該 排 気 室 を 介 し て 排 気 口 か ら 排 気 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
記 載 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に 係 り 、 特 に 脈 流 を 可 及 的 に 少 な く す る こ と が で き る ダ イ
ヤ フ ラ ム に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ ７ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ が 張 設 さ れ 、 吸 気
弁 ７ ４ と 排 気 弁 ７ ６ を 備 え た ポ ン プ 室 ７ ８ と 、 吸 気 弁 ７ ４ か ら ポ ン プ 室 ７ ８ 内 に 空 気 を 吸
引 さ せ る 吸 気 工 程 と ポ ン プ 室 ７ ８ 内 の 空 気 を 排 気 弁 ７ ６ か ら 排 出 さ せ る 排 気 工 程 を 繰 り 返
さ せ る よ う に ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ を 振 動 さ せ る ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部 ８ ０ と 、 吸 気 弁 ７ ４ に 供
給 す る 空 気 を 吸 引 可 能 な 吸 気 口 ８ ２ と 、 排 気 弁 ７ ６ か ら 排 出 さ れ る 空 気 を 排 出 可 能 な 排 気
口 ８ ４ と 、 を 備 え て い る 。 ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部 ８ ０ は 、 モ ー タ ８ ６ と 、 モ ー タ ８ ６ の 回 転
軸 に 設 け ら れ 一 体 と な っ て 回 転 す る 偏 心 カ ム ９ ０ と 、 基 端 部 ９ ２ Ａ が ベ ア リ ン グ ９ ４ を 介
し て 偏 心 カ ム ９ ０ に 対 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 先 端 部 ９ ２ Ｂ が ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ に 結 合
し て い る ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ９ ２ と 、 を 備 え て い る （ 特 開 平 ５ － １ ２ ６ ０ ５ １ 号 参 照 ） 。 こ
の 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ ７ ０ は 、 モ ー タ ８ ６ が 回 転 す る と 偏 心 カ ム ９ ０ の 回 転 を 介 し
て ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ９ ２ が 上 下 方 向 に 反 復 運 動 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ を 上 下 に 振 動 さ せ る
。 ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ が 下 方 に 移 動 す る と 、 ポ ン プ 室 ７ ８ 内 が 陰 圧 状 態 と な る の で 、 吸 気 弁
７ ４ が 開 き 、 吸 気 口 ８ ２ か ら ポ ン プ 室 ７ ８ 内 に 空 気 が 供 給 さ れ る 。 一 方 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ７
２ が 上 方 に 移 動 す る と 、 ポ ン プ 室 ７ ８ 内 が 陽 圧 状 態 と な る の で 、 排 気 弁 ７ ６ が 開 き 、 ポ ン
プ 室 ７ ８ 内 の 空 気 が 排 気 口 ８ ４ か ら 排 出 さ れ る 。 こ の よ う に ダ イ ヤ フ ラ ム ７ ２ を 振 動 さ せ
る こ と に よ り 、 吸 気 と 排 気 を 繰 り 返 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － １ ２ ６ ０ ５ １ 号
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム の 振 動 を 繰 り 返 す こ と に よ っ て 吸 気
と 排 気 を 繰 り 返 す た め 、 脈 流 が 生 じ 、 実 験 室 や 研 究 室 で の 測 定 に 用 い る ポ ン プ と し て は 、
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測 定 誤 差 な ど が 生 じ や す い な ど の 理 由 か ら 適 切 で な い と い う 問 題 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 吸 気 と 排 気 の 繰 り 返 し の 際 に 生 じ る 脈 流 を 可 及 的 に 少 な く す る こ と が
で き る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
以 上 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム が 張 設 さ れ 、 吸 気 弁 と 排 気 弁 を 備 え
た ポ ン プ 室 と 、 吸 気 弁 か ら ポ ン プ 室 内 に 空 気 を 吸 引 さ せ る 吸 気 工 程 と ポ ン プ 室 内 の 空 気 を
排 気 弁 か ら 排 出 さ せ る 排 気 工 程 を 繰 り 返 さ せ る よ う に 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム を 振 動 さ せ る ダ イ
ヤ フ ラ ム 振 動 手 段 と 、 吸 気 弁 に 供 給 す る 空 気 を 吸 引 可 能 な 吸 気 口 と 、 排 気 弁 か ら 排 出 さ れ
る 空 気 を 排 出 可 能 な 排 気 口 と 、 を 備 え た ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 吸 気 弁 と 前 記
吸 気 口 と の 間 に は 、 空 気 が 導 か れ る と 振 動 す る 振 動 手 段 を 有 す る 吸 気 室 が 設 け ら れ 、 前 記
吸 気 口 か ら 吸 引 さ れ た 空 気 は 該 吸 気 室 を 介 し て 吸 気 弁 に 供 給 さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に よ れ ば 、 吸 気 口 か ら 吸 引 さ れ た 空 気 は
、 吸 気 室 内 の 振 動 板 に よ っ て 脈 流 が 緩 衝 さ れ た 後 に 吸 気 弁 に 供 給 さ れ る の で 、 脈 流 が 生 じ
る の を 低 減 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 振 動 手 段
と し て は 、 例 え ば 、 弾 性 素 材 か ら 構 成 さ れ た 振 動 板 を 前 記 吸 気 室 内 に 張 設 す る こ と な ど が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 吸 気 室 に は 、 多 孔 質 の 緩 衝 材 が 充 填 さ れ
て い る こ と が 好 ま し く 、 こ の よ う に 吸 気 室 に 多 孔 室 の 緩 衝 材 を 充 填 す る こ と に よ り 、 吸 引
さ れ た 空 気 は 、 流 速 が 低 減 さ れ 、 か つ 拡 散 し て 均 一 化 さ れ る の で 、 吸 気 室 に 供 給 さ れ る 空
気 の 脈 流 を さ ら に 緩 衝 す る こ と が で き る 。 前 記 多 孔 質 の 緩 衝 材 と し て は 、 例 え ば 、 発 泡 ウ
レ タ ン な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に お い て 、 前 記 ポ ン プ 室 は 、 二 以 上 設 け ら れ て お
り 、 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 手 段 は 、 位 相 を 異 な ら せ て 各 ポ ン プ 室 の ダ イ ヤ フ ラ ム を 振 動 さ
せ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し く 、 こ の 場 合 、 前 記 排 気 弁 と 前 記 排 気 口 と の 間 に は
排 気 室 が 設 け ら れ 、 前 記 排 気 弁 か ら 排 出 さ れ た 空 気 は 、 該 排 気 室 を 介 し て 排 気 口 か ら 排 気
さ れ る よ う 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 複 数 の 排 気 弁 か ら 排 出 さ れ る 空 気
を 一 旦 排 気 室 に 誘 導 し て 、 そ の 後 排 気 口 か ら 排 出 し て い る の で 、 排 気 室 内 で 空 気 が 衝 突 し
て 緩 衝 さ れ た 後 に 排 気 口 か ら 空 気 が 排 出 さ れ る 。 よ っ て 、 排 出 さ れ る 空 気 の 排 気 音 は 低 減
さ れ 、 か つ 脈 流 が 生 じ る の を さ ら に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 実 施 例 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １
は 、 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 平 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ
フ ラ ム ポ ン プ の 要 部 の 説 明 用 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ
の 吸 気 経 路 の 関 係 を 示 す 平 面 断 面 概 略 図 で あ り 、 図 ４ は 、 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ
ン プ の 排 気 経 路 の 関 係 を 示 す 平 面 断 面 概 略 図 で あ る 。 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ
は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ と 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ が 張 設 さ れ 、 吸 気 弁 １ ６ と 排 気 弁 １ ８ を 備 え た
ポ ン プ 室 ２ ０ （ ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ 、 以 下 同 じ ） と 、 吸 気 弁 １ ６ か ら ポ ン プ
室 ２ ０ 内 に 空 気 を 吸 引 さ せ る 吸 気 工 程 と ポ ン プ 室 ２ ０ 内 の 空 気 を 排 気 弁 か ら 排 出 さ せ る 排
気 工 程 を 繰 り 返 さ せ る よ う に 前 記 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 振 動 さ せ る ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部 ２ ２
と 、 吸 気 弁 １ ６ に 供 給 す る 空 気 を 吸 引 可 能 な 吸 気 ノ ズ ル ２ ４ と 、 排 気 弁 １ ８ か ら 排 出 さ れ
る 空 気 を 排 出 可 能 な 排 気 ノ ズ ル ２ ６ と 、 を 備 え て お り 、 ポ ン プ 室 ２ ０ 及 び ダ イ ヤ フ ラ ム 振
動 部 ２ ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ２ 内 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ハ ウ ジ ン グ １ ２ は 、 直 方 体 状 に 形 成 さ れ た ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ と 、 ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ の

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-124894 A 2004.4.22



左 右 及 び 前 後 の ４ つ の 側 面 そ れ ぞ れ に 設 け ら れ 、 そ れ ぞ れ の 側 面 を 一 の 側 面 と す る ４ つ の
側 部 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ と 、 ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ 並 び に 左 右 の 側 部 ３ ０ Ａ 、
３ ０ Ｃ の 上 方 を 覆 う カ バ ー 部 ３ ２ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
側 部 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ の ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ 側 に は 、 図 ３ 及 び ４ に 示 す よ
う に ４ つ の ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ハ ウ
ジ ン グ 本 体 ２ ８ の 左 右 及 び 前 後 の そ れ ぞ れ の 側 面 の 一 部 に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 張 設 し 、 側
部 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ の ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ と 対 向 す る 位 置 に 凹 部 ３ ４ Ａ 、 ３
４ Ｂ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｄ を 形 成 し 、 こ れ ら 凹 部 ３ ４ Ａ 、 ３ ４ Ｂ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｄ と ダ イ ヤ フ
ラ ム １ ４ に よ っ て ４ つ の ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部 ２ ２ は 、 モ ー タ ３ ６ と 、 モ ー タ ３ ６ の 回 転 軸 ３ ８ に 設 け ら れ 一 体 と な
っ て 回 転 す る 偏 心 カ ム ４ ０ と 、 図 ２ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 基 端 部 ４ １ Ａ 、 ４ ２ Ａ 、 ４ ３ Ａ
、 ４ ４ Ａ が ベ ア リ ン グ ４ ５ を 介 し て 偏 心 カ ム ４ ０ に 対 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ 、 先 端 部 ４
１ Ｂ 、 ４ ２ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 、 ４ ４ Ｂ が ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ に 結 合 し て い る ４ つ ド ラ イ ブ シ ャ フ ト
４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ と 、 を 備 え て お り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 こ の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト
４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ の 先 端 部 ４ １ Ｂ 、 ４ ２ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 、 ４ ４ Ｂ と そ の 反 対 側 に 設 け ら
れ た ダ イ ヤ フ ラ ム 押 え 板 １ ５ に よ っ て 挟 持 さ れ て い る 。 偏 心 カ ム ４ ０ は 、 一 の 方 向 に 偏 心
し て い る 上 部 ４ ０ Ａ と そ の 上 部 ４ ０ Ａ の 偏 心 方 向 と 反 対 方 向 に 偏 心 し て い る 下 部 ４ ０ Ｂ か
ら 構 成 さ れ て お り 、 こ の よ う に 互 い に 反 対 方 向 に 偏 心 さ せ る こ と に よ り 、 偏 心 カ ム ４ ０ の
回 転 バ ラ ン ス を 保 つ こ と が で き る 。 偏 心 カ ム ４ ０ の 上 部 ４ ０ Ａ の 軸 心 か ら 最 も 近 い 位 置 及
び 最 も 遠 い 位 置 、 並 び に 下 部 ４ ０ Ｂ の 軸 心 か ら 最 も 近 い 位 置 及 び 最 も 遠 い 位 置 に は 、 ４ つ
の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ の 基 端 部 ４ １ Ａ 、 ４ ２ Ａ 、 ４ ３ Ａ 、 ４ ４ Ａ が
ベ ア リ ン グ ４ ５ を 介 し て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３
、 ４ ４ は 、 基 端 部 ４ １ Ａ 、 ４ ２ Ａ 、 ４ ３ Ａ 、 ４ ４ Ａ と 先 端 部 ４ １ Ｂ 、 ４ ２ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 、 ４
４ Ｂ が 枢 軸 ４ ７ に よ っ て 枢 結 合 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら ４ つ の
ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ は 、 水 平 方 向 に 延 び る よ う に 設 け ら れ 、 そ れ ら
の 先 端 ４ １ Ｂ 、 ４ ２ Ｂ 、 ４ ３ Ｂ 、 ４ ４ Ｂ が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 中 心 に 位 置 す る よ う に ダ
イ ヤ フ ラ ム １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 偏 心 カ ム ４ ０ の 上 部 ４ ０ Ａ に 支 持 さ れ て
い る ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ２ 、 ４ ４ が 結 合 し て い る ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ は 、 下 部 ４ ０ Ｂ に 支 持
さ れ て い る ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ３ が 結 合 し て い る ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ に 比 し 上 方 に 位
置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部 ２ ２ に お い て 、 モ ー タ ３ ６ を 回 転 さ せ る と 、 回 転 軸 ３ ８ 及
び 偏 心 カ ム ４ ０ の 回 転 を 介 し て 、 そ れ ぞ れ の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ は
、 位 相 を 異 な ら せ て 水 平 方 向 に 反 復 運 動 し 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ を 水 平 方 向 に 振 動 さ せ る 。
す な わ ち 、 図 ５ に 示 す よ う に ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ が ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ の 容 積 を 最 大 と す る
位 置 に 存 在 す る 場 合 、 そ の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ と 反 対 側 の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ３ は 、 ポ
ン プ 室 ２ ０ Ｃ の 容 積 を 最 小 と す る 位 置 に 存 在 し 、 そ の 他 の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ２ 、 ４ ４ は
、 そ れ ぞ れ の ポ ン プ 室 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｄ の 容 積 が そ れ ら の 間 と な る 位 置 に 存 在 す る 。 次 い で
、 図 ５ に お い て 、 回 転 軸 ３ ８ が 右 に ９ ０ 度 回 転 す る と 、 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ４ が ポ ン プ 室
２ ０ Ｄ の 容 積 を 最 大 と す る 位 置 に 移 動 し 、 そ の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ４ の 反 対 側 の ド ラ イ ブ
シ ャ フ ト ４ ２ は 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ｂ の 容 積 を 最 小 と す る 位 置 に 移 動 し 、 そ の 他 の ド ラ イ ブ シ
ャ フ ト ４ １ 、 ４ ３ は 、 そ れ ぞ れ の ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｃ の 容 積 が そ れ ら の 間 と な る 位 置
に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ の ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ に 対 向 す る 面 に は 、 吸 気 弁
１ ６ と 排 気 弁 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 側 部 ３ ０ Ａ 、 ３ ０ Ｂ 、 ３ ０ Ｃ 、 ３ ０ Ｄ の 外 面
と ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ の 間 に は 後 述 す る 吸 気 室 ５ ０ 及 び 排 気 室 ５ ４
に 連 通 す る 連 通 空 間 ４ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 連 通 空 間 ４ ６ は 、 上 下 に 亘 っ て 立 脚 す る 壁 面
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４ ８ に よ っ て 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ と 排 気 連 通 空 間 ４ ６ Ｂ に 区 分 さ れ て い る 。 こ れ ら 吸 気 連
通 空 間 ４ ６ Ａ 及 び 排 気 連 通 空 間 ４ ６ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 吸 気 弁 １ ６ 又 は 排 気 弁 １ ８ に 連 通 し て
い る 。 し た が っ て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 振 動 で ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ
の 容 積 が 大 き く な る と 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ 内 が 陰 圧 状 態 と な る の
で 、 吸 気 弁 １ ６ が 開 き 、 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ か ら ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０
Ｄ 内 に 空 気 が 吸 引 さ れ る 。 逆 に ダ イ ヤ フ ラ ム １ ４ の 振 動 で ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０
Ｃ 、 ２ ０ Ｄ の 容 積 が 小 さ く な る と 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ 内 が 陽 圧 状
態 と な る の で 、 排 気 弁 １ ８ が 開 き 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ か ら 排 気 連
通 空 間 ４ ６ Ｂ に 空 気 が 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
吸 気 ノ ズ ル ２ ４ は 、 ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ の 一 の 側 面 の 下 方 に 設 け ら れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ
本 体 ２ ８ 内 の 下 方 に 形 成 さ れ た 吸 気 室 ５ ０ に 連 通 し て い る 。 吸 気 室 ５ ０ は 、 円 筒 状 に 形 成
さ れ て お り 、 吸 気 室 ５ ０ 内 の 底 面 ５ ０ Ａ 近 傍 に は 、 底 面 ５ ０ Ａ と 平 行 に 振 動 板 ５ ３ が 張 設
さ れ て い る 。 こ の 振 動 板 ５ ３ は 、 弾 性 素 材 、 例 え ば ゴ ム 素 材 で 形 成 さ れ て い る の で 、 吸 気
室 ５ ０ 内 に 空 気 が 誘 導 さ れ る と 、 伸 長 と 復 元 を 行 い 、 そ の 後 こ れ ら を 繰 り 返 す こ と に よ っ
て 振 動 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 吸 気 室 ５ ０ 内 に は 、 多 孔 質 、 例 え ば 発 泡 ウ レ タ ン
で 形 成 さ れ て い る 緩 衝 材 ５ １ が 全 域 に 亘 っ て 充 填 さ れ て い る 。 こ の 吸 気 室 ５ ０ は 、 吸 気 ノ
ズ ル ２ ４ よ り も 上 方 に 形 成 さ れ た 吸 気 連 通 路 ５ ２ を 介 し て 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ に 連 通 し て
い る 。 し た が っ て 、 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ か ら ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ 内
に 空 気 が 吸 引 さ れ る 際 に 、 吸 気 ノ ズ ル ２ ４ か ら 吸 気 室 ５ ０ 内 に 空 気 が 吸 引 さ れ 、 吸 引 さ れ
た 空 気 は 、 吸 気 連 通 路 ５ ２ を 介 し て 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ に 誘 導 さ れ る 。 吸 気 室 ５ ０ 内 に 誘
導 さ れ た 空 気 は 、 流 速 が 低 減 さ れ 、 か つ 拡 散 し て 均 一 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
排 気 ノ ズ ル ２ ６ は 、 ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ の 吸 気 ノ ズ ル ２ ４ が 設 け ら れ た 側 面 の 上 方 に 設 け
ら れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ 本 体 ２ ８ 内 の 上 方 に 形 成 さ れ た 排 気 室 ５ ４ に 連 通 し て い る 。 排 気
室 ５ ４ は 、 ド ー ナ ツ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 排 気 室 ５ ４ は 、 排 気 ノ ズ ル ２ ６ よ り も 上 方
に 形 成 さ れ た 排 気 連 通 路 ５ ６ を 介 し て 排 気 連 通 空 間 ４ ６ Ｂ に 連 通 し て い る 。 し た が っ て 、
排 気 連 通 空 間 ４ ６ Ｂ に ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ 内 か ら 空 気 が 排 出 さ れ る
と 、 排 出 さ れ た 空 気 は 、 排 気 連 通 路 ５ ６ を 介 し て 排 気 室 ５ ４ に 誘 導 さ れ る 。 排 気 室 ５ ４ に
誘 導 さ れ た 空 気 は 、 そ の 後 、 排 気 ノ ズ ル ２ ６ か ら 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 先 ず 、 モ ー タ ３ ６ を
駆 動 さ せ て 回 転 軸 ３ ８ を 回 転 さ せ る と 、 偏 心 カ ム ４ ０ が 回 転 す る 。 偏 心 カ ム ４ ０ が 回 転 す
る と 、 ４ つ の ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ が 水 平 方 向 に 反 復 運 動 を 始 め 、 各
ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 、 ２ ０ Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ は 、 吸 気 弁 １ ６ か ら の 吸 気 と 排 気 弁 １ ８ か ら 排
気 を 繰 り 返 し 行 う 。 す な わ ち 、 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ２ Ａ が ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ の 容 積 を 最 大 に
す る と 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 内 は 、 陰 圧 状 態 と な る の で 、 吸 気 弁 １ ６ が 開 き 、 吸 気 ノ ズ ル ２ ４
か ら 空 気 が 吸 引 さ れ 、 そ の 空 気 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 吸 気 ノ ズ ル ２ ４ → 吸 気 室 ５ ０ → 吸 気
連 通 路 ５ ２ → 吸 気 連 通 空 間 ４ ６ Ａ → ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ と 循 環 す る 。 こ の 際 、 吸 引 さ れ た 空 気
は 、 吸 気 室 ５ ０ に 供 給 さ れ 、 吸 気 室 ５ ０ の 振 動 板 ５ ３ の 振 動 又 は 充 填 さ れ た 緩 衝 材 ５ １ に
よ っ て 、 吸 引 さ れ た 空 気 は 、 流 速 が 低 減 さ れ 、 か つ 拡 散 し て 均 一 化 さ れ る の で 、 脈 流 が 生
じ る の を 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 ド ラ イ ブ シ ャ フ ト ４ ２ Ａ が ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ の 容 積 を
最 小 に す る と 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ 内 は 、 陽 圧 状 態 と な る の で 、 排 気 弁 １ ８ が 開 き 、 ポ ン プ 室
２ ０ Ａ か ら 空 気 が 排 出 さ れ 、 そ の 空 気 は 、 図 ６ に 示 す よ う に ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ → 排 気 連 通 空
間 ４ ６ Ｂ → 排 気 連 通 路 ５ ６ → 排 気 室 ５ ４ → 排 気 ノ ズ ル ２ ６ と 循 環 し 、 外 に 排 出 さ れ る 。 こ
の 際 、 排 出 さ れ る 空 気 は 、 ポ ン プ 室 ２ ０ Ａ か ら 排 気 室 ５ ４ に 供 給 さ れ 、 他 の ポ ン プ 室 ２ ０
Ｂ 、 ２ ０ Ｃ 、 ２ ０ Ｄ か ら 排 気 室 ５ ４ に 供 給 さ れ た 空 気 と 衝 突 し て 緩 衝 す る の で 、 排 出 さ れ
る 空 気 の 排 気 音 は 低 減 さ れ 、 か つ 脈 流 が 生 じ る の を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
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以 上 の よ う に 、 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ に よ れ ば 、 吸 気 口 か ら 吸 引 さ れ た 空 気 は
、 吸 気 室 内 の 振 動 手 段 に よ っ て 脈 流 が 緩 衝 さ れ た 後 に 吸 気 弁 に 供 給 さ れ る の で 、 吸 気 と 排
気 の 繰 り 返 し の 際 に 生 じ る 脈 流 を 可 及 的 に 少 な く す る こ と が で き る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ を
提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 実 施 例 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 要 部 の 説 明 用 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 吸 気 経 路 の 関 係 を 示 す 平 面 断 面 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 排 気 経 路 の 関 係 を 示 す 平 面 断 面 概 略 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 偏 心 カ ム と ド ラ イ ブ シ ャ フ ト と の 関 係 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 例 に 係 る ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の 吸 気 工 程 及 び 排 気 工 程 の 空 気 の 流 れ を 示 す
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ を 示 す 正 面 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ４ 　 　 　 ダ イ ヤ フ ラ ム
１ ６ 　 　 　 吸 気 弁
１ ８ 　 　 　 排 気 弁
２ ２ 　 　 　 ダ イ ヤ フ ラ ム 振 動 部
２ ４ 　 　 　 吸 気 ノ ズ ル
２ ６ 　 　 　 排 気 ノ ズ ル
５ ０ 　 　 　 吸 気 室
５ ３ 　 　 　 振 動 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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